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研究要旨 

 けいれん重積型（二相性）急性脳症（AESD）と熱性けいれん（FS）

の発症早期鑑別のために半球間の位相差解析である脳波クロススペク

トラム解析を行った。①全体の解析結果：徐波成分において、AESD と

FS の間に有意な位相差は認められなかった。しかし、半球間 C3-C4 に

おいて、AESD の位相差は FS と比較し上昇する傾向を認めた。②個人

の解析結果のマッピング： AESD におけるβとγ周波数帯域の位相差

が、FSと比較して有意に上昇し、11人中 6人の AESD の判別が可能で

あった。この結果から、半球間の位相差の解析が AESD と FS の発症早

期鑑別法に利用できる可能性が示唆された。 

 

Ａ．研究目的 

 けいれん重積型（二相性）急性脳症（AESD）

は、けいれん重積で発症することが多く、

発症初期には頭部 MRI を含めて診断に特異

的な検査所見がないため、熱性けいれん重

積（FS）との鑑別が困難である。本研究では、

発症早期の AESD と FS の脳波の半球間にお

ける位相差をコンピュータにて定量的に解

析する。最終的に発症早期における患者

個々の診断および予後予測を行うことがで

きる検査法の開発を目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

全国 8 施設から AESD11 例と FS11 例のデ

ジタル保存脳波を解析した（年齢 6 ヵ月～

5歳 2ヵ月）。症例ごとに、アーチファクト

を認めない 10 秒（1 エポック）の脳波を 6

エポック合計して解析した。解析には、脳

波の位相差を解析できるクロススペクトラ

ム解析を用いた。解析結果は、横軸に時間、

縦軸に周波数（1〜40 Hz）、位相差が大きけ

れば青色で位相差が少なければ緑色になる

ようマッピングを行なった。 

（倫理面への配慮） 

鳥取大学を研究代表施設とする倫理委員

会の承認を得たうえで、連携施設の倫理委

員会の承認を得た。 

 

Ｃ．研究結果 

AESD群とFS群で以下の解析結果を認めた。



3 

①全体の解析結果：徐波成分において、AESD

とFSの間に有意な位相差は認められなかっ

た。しかし、半球間C3-C4においてAESDの位

相差はFSと比較し上昇する傾向を認めた。 

②個人の解析結果のマッピング： AESD に

おける全体的な位相差が、FS と比較して有

意に上昇し、11 人中 6 人は AESD の診断が

可能であった。また、AESD のマッピングは

FS と比較し、10 Hz 以上の速波成分におい

て位相差が上昇する症例が 7 例認められた。

しかし、FS においても 10 から 20 H 付近で

位相差が上昇している症例も 4例認めた。 

 

Ｄ．考察 

今回，発症後 24 時間以内に記録された

AESD の脳波において，中心部の速波周波数

帯域における半球間位相差が上昇している

ことを脳波解析により明らかにした。われ

われは、以前に発症後 24時間以内の脳波で

大徐波に紛れて確認できない速波がけいれ

ん重積型脳症で減少していることや予後不

良例は Power 値が減少することを報告した。

今回の結果から，AESD では発症早期より半

球間の脳機能ネットワーク障害が生じてい

る可能性が示唆された。 

 しかし、FS にも AESD と類似した位相差

マッピングを示すものを認めたため、今回

の解析法を改良する必要性がある。今後，

AESDの経過を脳波にて観察できた症例を蓄

積し，別解析を含めて精度の高い AESD の早

期診断法の開発につなげていきたい。 

 

Ｅ．結論 

 AESD と FS の発症早期における脳波に脳

波スペクトラム解析を用いることで、発症

早期に両者を判別できる可能性が示唆され

た。 
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